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 論文内容の要旨
 1.研究課題
 「国有企業改革」の展開につれ、中国国有企業が経済全体に占める比重は低下しているが、国有
 大型企業は、依然として国民経済の重要な支柱である。1993年末に中国は一層のi丹ミ1有企業改革を促
 進するために、「現代企業制度」の導入を国有企業改11『11の方針として決定した。1.994年からわずか
 10年間で、中国の国有企業は急速に成長してきた。2004年に国有大企業1.5社がフォーチュン・グロー
 バル・トップ500社に入ることになった。これは計画経済メカニズムの巾で生まれた中国国有企業
 が21世紀グローバル市場競争の中で資本主義の近代的な巨大企業と同じように評価されていること
 を意味している。制度転換の中で中国の国有企業はどのような近代化の道を歩んできたのか、中国
 の「現代企業」はどのように形成されたのか、どのようなレベルに到達しているのか、これらの問
 題はまだ十分に解明されていない。木論文の課題は、この問題に解答を与えることである。
 従来の国有企業改革研究者は、中国の「現代企業制度」を市場経済で発展し形成されてきた資木
 主義の株式会社制度と同一のものと理解している。したがって、「現代企業制度」の導入方法は、
 計画経済メカニズムの下にある企業形態を株式会社に転換することであるとみなしている。しかし、
 中国の「現代企業制度」の目標が資本主義の市場経済で成長してきた近代的な企業制度であるなら
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 行った。「現代企業制度」の導入が提起された90年代の中頃には株式会社制度の普及と企業集団の
 形成が国有企業改革の主要な方式になっていた。したがって、中国国有企業改革史の視,・、1くからみれ
 ば、中国における「現代企業制度」の導入とは、90年代初めに開始された中国の株式会社御1度の導
 入と企業・集団の編成をその内容とするものであったと一考えられる。
 第2章では国有企業の管理方式を中心に政府と企業との関係の変化を検討した。80年代から90年
 代中頃にかけて、中国政府は経営権の拡大、経営請負制を実施し、行政管理の下で国営企業の経営
 自立を図った。株式会社制度の導入によって企業ばπ喚綿織から自、乞した経営体国有企業となり、
 国家は株式所有を通じて企業を支寵することになづた。国家による経営権の委譲は、単なる行政的
 措置を超えた「所有と経営の分離」の段階に入ってきたといえる。同時に、株式会社制度の導入は
 ,株式の移転を通じて所有構造が変化する可能性をも開いたのである。とはいえ、現時点では、国有
 企業の所有の分散が顕著に進んでおらず、国家の株式所有に基づく支配は依然として存続している。
 1992年以降、中国政府は国'有企業に対する支配を維持しながら、授権経営による「経営者集権型イ
 ンサイダー・コントロール」を導、入した。これによって、国有企業における所有と経営の分離を推
 し進め、経営の自立性を一層高めようとしているが、政府管理部1“Jは依然として人事権をもってお
 り、経営者を・選抜・評イ1"iしている。
 第3章では1995年に国筋院が選定した実験企業10併一llを対象に、「現代企業制度」の導入方法、所
 有形態、コーポレート・ガバナンスを中心に検証した。株式会社制度に基づく企業集団の編成は、
 中国の「現代企業制度」を導入する最も重要な方法である。企業集団編成の過程においても依然と
 して国家株が分散されなかったため、多くの実験企業は株粛総会を設.、【五しておらず、国有企業の株
 式会社制度は形骸化したものとなっている。とはいえ、授権経営によるトップ・マネジメントが形
 成されたことによって、経営者は授権範囲内において国有資産を運営・管理し、国有資産を処分す
 る権限、特に集団内子会祉の資産の支配権を入手した。
 第4章では「現代企業制度」実験企業].00社のうちの1社である重慶鋼鉄集団有限責任会社の集
 団化の過程を分析し、中国における「現代企業制度」の導入の過程を検証した。重慶鋼鉄集団は持
 ち株会社制の企業集団を編成した過程において、・子会社の経営管理は親会社である重鋼集団の下に
 置かれて、所有者としての政府管理部門の直1妾管理から離れた。重鋼集団の経営者は授権経営によっ
 て、自立的なトップ・マネジメントを形成し、企業の経営を実質的に支配する方向へ進み出した。
 株式会社企業集団の再編成によって重鋼集団の生産↑峠Il門は鉄鋼部門とPl至業部門に分かれた。複雑な
 事業構造及び組織構造をもつ企業集団の経営は〕馴ヨ1j的な経営者によって担われざるを得ず、その能
 力の希少性と情報非対称性は、所有の分散が進んでいない国有企業においても、事実上の支配権を
 経営者に与える可能性をもたらすことになると考えられる。
 第5章で明らかになったように、20世紀アメリカ1,重大企業の形成と同じく、M'&Aは「現代企業
 制度」の導入に重要な役割を果たしている。
 国有企業の赤字削減、株式会社制度の発展、企業集団の形成がM&Aの波を起こした要因となっ
 ている。赤字国有企業の救済が中国のM&Aにおける最も重要なトm勺であったが、経営者は行政関
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 ている。第2章では、国有企業の管理方式の変遷を追うことによって国家と企業の関係の変化を考
 察し、ついで、政府調査機関の調査結果を分析して、国有企業における所有と経営の分離の状況を
 明らかにしている。第3章では、「現代企業制度」の実験企業!00社の調査と実験企業50祉の「現代
 企業制度の試行方案」に依拠して、「現代企業制度」の企業形態、所有構造、コーポレート・ガバ
 ナンスの状況を明らかにしている。一第4章では重慶鋼鍔走集団有限責任公司のケース・スタディーを
 通じ、所'有と経営の分離、階層的組織のIIヨ成、専門経営者の台頭といった近代企業の特徴が国有企
 業においてどのように出現したのかを分析し、国有企業¢)到達点を明らかにしょうとしている。第
 5章では、米国近代企業の形成において重要な役割を果たしたM&Aが「現代企業制度」の導入過
 程で果たした役割について分析している。
 本論文は以、.ヒの分析を通じて以下のことを明らかにした。中国の国有企業は、経営権の拡大、請
 負制を経て、株式会社制度の導入、企業集団の編成という中国独自の「近代化」の道をわずか10数
 年の聞に歩んできた。株式会社制度の導入は国有企業改革を行政組織からの自立という段階から
 「所有と経営の分離」の段階へと引き..hげた。企業集団の編成によって授権経営による「経営者集
 権的なインサイド・コントロール」が制度化され、所有と経営の分離は一段と進むことになった。
 M&Aは企業集団編成の重要な手段となっているとともに、自立したトップ・マネジメント形成を
 促進した。企業集団の編成とM&Aによって生産システムと組織構造は複雑となり、専門的な経営
 者の必要性がますます高まった。中国自i1有企業は、バーリー=ミーンズ的な意味での経営者支配に
 至ったとはいえないが、トップ・マネジメントの形成と専門経営者の台頭を通じて20世紀近代企業
 に向かって発展している。以..しである。
 本論文は、最近の研究成果の参照においてやや不十分な、“、くがみられるが、中国国有企業改革の経
 緯と特徴を実証的に明らかにするとともに、その到達点を比較史的視点からも確定した論文として
 高く評価することができる。
 よって、本論文は、博士論文(経営学)として「合格」と判定する。
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